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地域ぐるみで取り組む鳥獣被害
対策に関する研修会  

～ 長野県の取組みについて ～ 

 

 

発表者 

  長野県 林務部 野生鳥獣対策室 三村徳義 
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１ 長野県における農林業被害の現状 
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（単位：千円）

Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２1 Ｈ２２ Ｈ２３ 対前年比

農業被害 1,004,949 980,043 967,104 931,166 852,900 91.6%

林業被害 737,819 659,261 637,163 559,960 564,780 100.9%

計 1,742,768 1,639,304 1,604,267 1,491,126 1,417,680 95.1%

加害鳥獣別被害の状況 
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シカ イノシシ クマ サル その他獣類 その他鳥類 計

Ｈ２２ 543,345 (35%) 206,690 (13%) 176,417 (11%) 142,199 ( 9%) 207,440 (13%) 215,035 (13%) 1,491,125

Ｈ２３ 534,810 (38%) 169,361 (12%) 168,465 (12%) 140,382 (10%) 191,682 (14%) 212,979 (15%) 1,417,680

対前年比 98.4% 81.9% 95.5% 98.7% 92.4% 99.0% 95.1%

（単位：千円、(  )内数値は構成比）

野生鳥獣被害
対策本部設立 

集落ぐるみ
の被害対策 集落住民 

２ 野生鳥獣に負けない集落づくり取組経過 

【野生鳥獣被害対策本部】 

 

 

 

 

 

 
機能：野生鳥獣被害対策 
    の推進本部 

本部長：知事 

 健康福祉部、環境部、
商工労働部、観光部、農
政部、林務部、県警本部 

野生鳥獣被害対策支援チーム 

【野生鳥獣被害対策チーム】     

 

 

 

 

 

 
機能：被害の相談窓口、防除 
    の支援等 

地方事務所農政課、林務
課等関係各課、 

農業改良普及センター、保
健福祉事務所等 

市町村 

専門的な助
言・指導 

ＰＲ効果 

H１９対策本部と対策チーム組織 

野生鳥獣に負けない集落づくり 

長野県の自然・農林業をニホンジカから守るための緊急的
な捕獲の促進 

「防除対策」「捕獲対策」「生息環境対
策」を、地域の状況に応じ、総合的、複
合的に実施 

地域の取組み意欲を喚起するため、捕
獲した鳥獣を地域資源として活用する
「ジビエ振興対策」 

野生動物との緊張感ある棲み分けの実現  

農林業被害の軽減  

長野県野生鳥獣被害対策基本方針  

被害1,341集落における集落
ぐるみ対策の計画・実行 

生息数105,000頭⇒35,000頭 
年間35,000頭捕獲する 
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野生鳥獣に負けない集落づくり実施状況 

H19からH23の5年間で１,３４１集落全てへの
支援は実施 

山林と集落を分ける鳥獣被害防止柵の設置が
進む〈743㎞、553集落〉 

猟友会員が減少する中で、集落ぐるみで
の捕獲対策が課題 

第11次基本指針 〈補助者〉 

３ 第11次鳥獣保護事業計画（長野県） 

環境省 基本指針 捕獲隊の編成 

長野県 第11計画 
〈捕獲体制の整備〉        

広域捕獲隊 

捕獲班（従来） 

集落等捕獲隊 

捕獲班（従来の猟友会による捕獲体制） 

代表者 

班員 
シカ 

イノシシ 

・捕獲猟法に応じた狩猟免許所持者 
・代表者の指揮で、組織的に捕獲する 
・単独捕獲は行わない 

銃器 

網 

わな 

一般社団法人 長野県猟友会有害鳥獣捕獲協力基準 

集落等捕獲隊（集落ぐるみの捕獲体制） 

猟友会 
（指導者） 

集落 
(補助者) 

シカ 

イノシシ 

わな設置 

止め刺し 
わな点検・見回 

わな設置補助 

止め刺し補助 

通報 

補助者は、行政機関等が実施
する講習会の受講が必須 

捕獲許可基準等一覧 

捕獲班 集落等捕獲隊 

捕獲方法 銃器、網、わな 網、わな 

捕獲期間 登録を受けていない者が従事者
となる場合は狩猟期間は不可 

年間を通じて可能 

狩猟免許 必要 指導者は必要（補助者不要） 

狩猟登録 任意 指導者は必要 

損害賠償 必要 指導者は必要、補助者は自損必要 

従事者選任 猟友会と協議必要 補助者は捕獲申請地域の集落住民 

講習会受講 必要 必要 

その他要件 補助者に対する自損保険加入 

従事者証 従事者各人に交付 集落等捕獲隊補助者名簿を添付し
た従事者証を指導者に交付する。 

４ 第11次鳥獣保護事業計画に沿った新規事業 

広域捕獲隊 

高生息密度地域等で
の集中的かつ効率的
な捕獲を実施するた
め、県下10箇所に「広
域捕獲隊」を編成 

Ａ猟友会 Ｃ猟友会 Ｂ猟友会 

 

捕獲技術の優れたものを選出 

猟友会の縄張り意識解消 
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シカ捕獲体制緊急整備事業 
（緊急雇用創出基金活用） 

猟友会への委託業務 
60,000千円 

① シカ高生息密度 
  地域選定 

② くくりわな捕獲技 
  術研修 

③ 9人程度の広域 
  捕獲隊編成 
  （3人1班体制で 
  ローテーション） 

シカ捕獲数 2,466頭 
   （イノシシ30頭） 

第11次鳥獣保護事業計画に沿った新規事業 

集落等捕獲隊 

野生鳥獣被害対策チームの
支援活動 

集落リーダー 

補助者 

わな設置補助 止め刺し補助 

点検・見回 
・通報 

被害防止柵を設置した集落等に
おいて「集落ぐるみによる捕獲対
策」を普及・推進 

止め刺し 

わな設置 

指導者 

コーディネイト 

小川村

小谷村

池田町

生坂村

軽井沢町

御代田町

小諸市

佐久市

佐久穂町

小海町
北相木村

南相木村
南牧村

川上村

立科町

長和町

上田市

青木村

坂城町

東御市

千曲市

須坂市

長野市

信濃町

飯綱町

小布施町

高山村

山ノ内町
中野市

栄村

野沢温泉

木島平村

飯山市

白馬村

大町市

松川村

麻績村

筑北村

安曇野市

松本市

山形村

朝日村

塩尻市

木祖村

木曽町

王滝村

上松町

大桑村

南木曽町

辰野町

岡谷市

下諏訪町

諏訪市
茅野市

原村

富士見町
箕輪町

伊那市

南箕輪村

宮田村

駒ヶ根市

飯島町

中川村

大鹿村

松川町
高森町

豊丘村

喬木村

飯田市

泰阜村

下條村

阿智村

平谷村

根羽村
売木村

阿南町

天龍村

地区 計画集落数

佐久 3

上小 3

諏訪 2

上伊那 2

下伊那 5

木曽 9

松本 5

大北 3

長野 3

北信 1

計 36

・集落リーダー

・捕獲従事者
（わな免許所持者）

・捕獲補助者

（農業者）

・止めさし員
（銃猟免許所持者）

集落等捕獲隊 集落ぐるみの捕獲実践事業 

事業主体 市町村・協議会 

予算額 3,690千円(補助率1/2) 

② 防護柵周辺等へわな設置  
 （指導者・補助者） 

③わな点検・見回の日常業務 
 （補助者）  

④捕獲の確認、指導者へ通報 
 （補助者）  

⑤止め刺し（指導者）  

⑥残渣処理 （指導者・補助者）  

① 集落講習会開催 
 （集落リーダー・指導者・補助者） 

松本市中山地区 

シカ捕獲数113頭 
   （イノシシ36頭） 

５ 集落ぐるみ捕獲対策事例紹介  

松本市中山地区 

栽培品目： 

水稲、そば、野
菜、麦等 

中山地区（中山集落）の取組み 

・平成21年度に実施 

・主体 中山地区有害鳥獣対策協議会 

・町会役員、農家組合役員、農業委員など
が中心となり、いち早く地権者・関係者の
同意を短期間に集約・実施 

・防護柵 L=13ｋｍ 事業費50,000千円 

 （耕作放棄地再生利用緊急対策事業） 

・設置作業は地域住民による（労務提供方
式） 延べ1,886人が参加 

H21 

中山地区 
恒久柵（金網） 
L=１３ｋｍ 

H20橋倉、南方、船付地区
電気柵 L=5.0ｋｍ 

H22中山～入山辺地区 
恒久柵（金網） L=4.9ｋｍ 

H23以降 

H23内田地区L=5.0km 
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H22年度 

捕獲資材（くく
りワナ）の購入 

捕獲免許の取得
に向けた事前講
習（9名がワナ
免許取得） 

捕獲の技術講習
会（35名参加 

  

柵延長 
L≒13km 

中山地区 

和泉 
埴原北 

埴原東 

埴原南 

集落等捕獲隊導入の経過 集落等捕獲隊導入の経過 

導入の理由 

１ 侵入防止柵の里側
に残る個体駆除による
農作物被害の軽減 

２ シカ飛び出しによる
交通事故の防止 
 

H２４年度、地域で捕獲
隊の結成を検討 

組織 「中山地区有害鳥獣対策協議会」 

和泉 埴原北 埴原東 埴原南 

柵 

設置委員会 

柵 設置完了 

柵 

管理委員会 
和泉 埴原北 埴原東 埴原南 

改編 

集落等捕獲隊の導入  

・侵入防止柵の設置によりシカの交通事故は
減少したが、柵の内側に残る個体を含めて、
猟友会だけでなく、中山集落としても捕獲を
推進することとなった。 

 （5月 協議会役員会で了解） 

・５月24日 協議会総会にて了承 

・H24年度 管理委員会役員を中心に４地区か
らメンバーを選出⇒「集落等捕獲隊」 

  捕獲隊隊長 今井氏 

・講習会後 指導者 8名 補助者 25名 
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集落捕獲隊設置に向けた講習会 

5月24日地区総会で集落捕獲隊について了承 

6月27日 集落捕獲隊設置に向けた講習会 

捕獲実施 

 

・各地区において、くくりわなを設置 

・各地区の補助者が見回り、点検 

・捕獲 ⇒ 指導者に連絡 

・指導者は、対応できる者を調整（止め刺し
、埋設ほか） 

・個体により、猟友会員（銃器所持者）にも
連絡・調整 

・止め刺し、確保 ⇒肉自家消費、残渣埋設 

捕獲実施 （9月10日 和泉地区） 

中山地区（和泉地区） 
獣害侵入防止柵（里側から山側を見る） 

里側 山側 

「くくりわな」により捕獲されたニホンジカ（メス） 

集落捕獲隊（補助者）がワナの見回りを行い、個体が捕獲さ
れると地区（町会）毎に関係者に連絡をとり、捕獲後の処理を
行う。 

猟友会員による止め刺し 

オスジカ等ワナ会員による「止めさし」が困難な場合に、銃器
使用を依頼 
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止め刺しされた個体は、必要に応じて肉を自家消費
している。 

残渣については、現地近くの山林に穴を掘り埋設
する。 

補助員の協力により捕獲個体の残渣を埋設 

残渣埋設後は、野生獣の掘り起こしを防ぐため、地上部を
侵入防止柵の余ったネット・ペグ、置き石で固定している。 

捕獲の記録 平成２４年度 捕獲実績 （9月末現在） 

和泉 埴原北 埴原東 埴原南 計（単位:頭） 

4月 1 1 

5月 3 2 2 4 11 

6月 1 3 6 10 

7月 3 1 1 2 7 

8月 1 1 

9月 1 1 2 

計 9 8 3 12 32 

（再掲）里側 8 3 3 14 

山側 9 9 18 

（再掲）♂ 5 1 1 3 10 

♀ 4 7 2 9 22 
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H23・24年度 シカ捕獲数対比 

  和泉 埴原北 埴原東 埴原南 合 計 山 側 里 側 

  23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度 23年度 24年度 

４月   2               2   2     

５月   2   2   2   4   10       10 

６月   1   3       6   10   7   3 

７月 1 3 1 1   1 1 2 3 7 1 5 2 2 

８月     1 1 1   1   3 1     3 1 

９月   1 1 1     3   4 2   1 4 1 

１０月     1       1   2 0 2       

１１月 1               1 0 1       

１２月 1               1 0 1       

１月 1               1 0 1       

２月 3   2           5 0 4   1   

３月 4   1           5 0 4   1   

計 11 9 7 8 1 3 6 12 25 32 14 15 11 17 
        

♂ 3 5 3 1 1 1 3 4 10 11 
♀ 8 4 4 7   2 3 8 15 21 

課題等 

１ 防止柵扉部からの獣の侵入（開閉の徹底） 

 

２ 柵の維持管理（弱点部の解消、補修） 

 

３ 柵の内側に残る個体捕獲（効率的捕獲） 

 

４ ジビエの有効活用 

集落等捕獲隊に携わっての感想 

（集落リーダー 今井さん） 

１ 1年目にしては良好な活動 

２ 猟友会員と集落等捕獲隊の関係は良好 

３ 捕獲従事者は技術の研鑽を 

４ さらなる充実を目指す 

６ 今後の展開（長野県） 

☆ くくりわなの錯誤捕獲･･･カモシカ、クマ 
 ⇒ 囲いわな等による捕獲 
 ⇒ クマが逃げれるくくりわな開発 

☆ 安全な止め刺し方法の実証・普及 
 ⇒ 電殺器による止め刺し 

☆ 集落等捕獲隊の発展 
 ⇒ 林業事業体等が補助者となる体制に発展 
   ・・・シカ捕獲促進 

 

 

 

ご静聴ありがとうございました 


